
製品安全データシート

 

１．化学物質等および会社情報 

製品名   ： スーパーグロー浸透液ＯＤ－２８００Ⅲ

会社名   ： マークテック株式会社

所在地   ： 千葉県成田市吉岡６８１－４

担当部門  ： 品質保証室 

電話番号  ： ０４７６－４９－３１６６

ＦＡＸ   ： ０４７６－４９－３１８１

緊急連絡先 ： 担当部門に同じ 

整理番号  ： ＳＧＰＢ００６－０

 

２．危険有害性の要約 

物理化学的危険性     引火性液体

                   

健康に対する有害性    急性毒性（経口）

             急性毒性（経皮）

急性毒性（吸入：ミスト）

             皮膚腐食性・刺激性

             眼に対する重篤な損傷・眼刺激性

             発がん性

             生殖毒性

             特定標的臓器・全身毒性

                  

             吸引性呼吸器有害性

 

環境に対する有害性    水生環境急性有害性

             水生環境慢性有害性

 

絵表示 

                                

 

 

注意喚起語        危険 

  

危険有害性情報      可燃性液体

             飲み込むと有害のおそれ（経口）

             皮膚に接触すると有害のおそれ（経皮）

吸入すると有害（ミスト）

             皮膚刺激

             強い眼刺激

             発がんのおそれの疑い

             生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い

             呼吸器への刺激のおそれ

             眠気又はめまいのおそれ

             飲み込み、気道に侵入すると生命に危険のおそれ

             水生生物に毒性

             長期的影響により水生生物に毒性
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スーパーグロー浸透液ＯＤ－２８００Ⅲ 

マークテック株式会社 成田工場 

千葉県成田市吉岡６８１－４ 

０４７６－４９－３１６６ 

０４７６－４９－３１８１ 

００６－０４ 

引火性液体            区分４ 

                    

急性毒性（経口）         区分５ 

急性毒性（経皮）         区分５ 

急性毒性（吸入：ミスト）     区分４ 

皮膚腐食性・刺激性        区分２ 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性  区分２Ａ 

発がん性             区分２ 

生殖毒性             区分２ 

特定標的臓器・全身毒性      区分３（気道刺激性、麻酔作用

                  （単回ばく露） 

吸引性呼吸器有害性        区分１ 

水生環境急性有害性        区分２ 

水生環境慢性有害性        区分２ 

                                 

可燃性液体 

飲み込むと有害のおそれ（経口） 

皮膚に接触すると有害のおそれ（経皮） 

吸入すると有害（ミスト） 

皮膚刺激 

眼刺激 

発がんのおそれの疑い 

生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い 

呼吸器への刺激のおそれ 

眠気又はめまいのおそれ 

飲み込み、気道に侵入すると生命に危険のおそれ 

水生生物に毒性 

長期的影響により水生生物に毒性 

                           

SGPB006-04 
作成：１９９３年 ５月１８日 

改定：２０１４年 ９月１１日 

気道刺激性、麻酔作用） 



SGPB006-04 

2/5 

注意書き   ①熱、火花、裸火、高温のもののような着火源から遠ざけること。 

②静電気放電や火花による引火を防止すること。 

③火災の場合には適切な消火方法をとること。 

④屋外または換気の良い区域で使用すること。 

⑤この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 

⑥ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。 

⑦必要に応じて保護具を着用すること。 

⑧汚染された衣類を再使用する場合には洗濯すること。 

⑨取り扱い後はよく手を洗うこと。 

⑩容器を密閉して涼しい所、換気の良い場所で保管すること。 

⑪環境への放出を避けること。 

 

３．組成及び成分情報 

物質の特定 単一・混合物の区別 ： 混合物 

成分名（別名） 含有量 CAS No. 化管法＊ 安衛法＊ 化審法＊ 

油溶性蛍光染料 1～10wt% 登録済 該当せず 該当せず 
既存 

登録済 

石油系炭化水素 

（鉱油；70～80wt%含有） 
20～30wt% 登録済 該当せず 

168 

（鉱油） 

既存 

登録済 

アルキルベンゼン(C１０,C１１) 10～20wt% 登録済 該当せず 該当せず 
既存 

登録済 

ポリアルキレングリコールモノアルキルエーテル 1～10wt% 登録済 該当せず 該当せず 
既存 

登録済 

オキシ酸エステル 20～30wt% 登録済 該当せず 該当せず 
既存 

登録済 

ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニルエーテル 30wt% 9016-45-9 
第一種 

410 
該当せず 

既存

7-172 

ナフタレン 1wt% 91-20-3 
第一種 

302 
408 

既存 

4-311 

＊化管法：特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関する法律＝ＰＲＴＲ法における分類

および政令番号 

＊安衛法：労働安全衛生法 施行令 第十八条の二別表第九(名称等を通知すべき有害物)における政令番号 

＊化審法：化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律における分類および官報公示整理番号 

 

４．応急処置 

目に入った場合   ： 直ちにきれいな流水で十分に洗い流して、医師の診断を受ける。 

皮膚に付着した場合 ： 石けんを使用して大量の水で十分に洗い落とす。 

皮膚に炎症を生じたときは、医師の診断を受ける。 

吸入した場合    ： 蒸気、ガスなどを吸い込んで気分が悪くなったときは、空気の新鮮な場所で安静にし

て、直ちに医師の指示をあおぐ。 

口に入った場合   ： 直ちにきれいな水で十分に口をすすいで吐き出し、医師の診断を受ける。 

飲み込んだ場合   ： 誤って少量を飲み込んだときは、ぬるま湯などを大量に飲ませ、直ちに医師の指示を

あおぐ。 

 

５．火災時の処置 

消火剤  ： 炭酸ガス、泡、粉末などの消火剤を使用する。 

消火方法 ： ①燃焼による可燃性ガス､有毒ガスなどの発生、酸欠の恐れがあるため、適切な保護具を使用する。 

②風下に人を近付けない処置を行い、退路を確保の上、風上より消火活動を行う。 

③延焼を防ぐため、安全を確認の上、周囲の可燃物を除去する。 

注意事項 ： ①消防法上、危険物第四類 第三石油類（水溶性液体）である。 

②火災規模に応じて、消火活動に危険を伴う場合は、速やかに退避する。 
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６．漏洩時の処置 

除去方法 ： ①付近の着火源、高温体などを速やかに取り除き、作業者以外の立ち入り制限を行う。 

②適切な保護具を着用し、消火剤を準備の上、風上より漏洩物および容器の除去作業を行う。 

③漏洩物は、必要に応じて乾燥砂などに吸着させ、密閉容器に回収する。 

④漏洩した容器は、残りの内容物を密閉容器に回収した上で、安全な場所に隔離する。 

⑤除去作業により生じた廃棄物などは、関連法規にもとづき処理する。 

注意事項 ： 土壌への浸透および河川、海洋への流出による汚染を防止する措置を講じる。 

 

７．取り扱いおよび保管上の注意 

取り扱い ： ①取り扱い者の制限を行い、開封後、取り扱い者以外の手が触れないように管理する。 

②周辺で裸火、電気スパークなどを生じる作業および高温体設備が無いことを確認する。 

③中毒および酸欠を防止するために、適切な換気設備を使用し、環境濃度の管理を行う。 

④吸入および接触による災害を避けるために、適切な保護具の着用する。 

⑤水源および土壌への浸透、拡散による汚染の防止を関連法規にもとづき措置を講じる。 

貯蔵   ： ①雨水、直射日光を避け、通風のよい冷所に保管する。 

②火気、熱源より遠ざけて保管する。 

③開封後は、密閉して保管する。 

④関連法規にもとづく規制および条件で保管する。 

 

注意事項 ： ①引火性液体であるため火気厳禁とし、分解して酸素を発生する物質を周囲に置かない。 

②有機溶剤中毒予防規則に該当しないが、許容濃度が設定されており、吸入、吸収による中毒に

注意する。 

③周囲への流出、拡散による汚染に注意する。 

 

８．暴露防止処置および保護処置 

化学名（成分名） 管理濃度 
許容濃度 

日本産業衛生学会 ＡＣＧＩＨ 

石油系炭化水素 データなし 
3mg/m３ 

（鉱油ﾐｽﾄ) 

5mg/m３ 

（鉱油ﾐｽﾄ) 

ポリアルキレングリコールモノアルキルエーテル データなし データなし 10ppm 

ナフタレン データなし データなし 10ppm 

設備対策 ： 揮発した蒸気を滞留させないための防爆用の全体換気設備および局所排気等の設備を要する。 

安全管理 ： 検知器および検知管により環境測定を行い、必要に応じて保護具を着用する。 

保護具  ： ①呼吸気管の保護は、有機ガス用防毒マスク、作業環境に応じて送気マスクを着用する。 

②眼の保護は、安全めがね、ゴーグルを着用する。 

③皮膚の保護は、直接、皮膚に触れないように、安全衛生保護衣および手袋を着用する。 

 

９．物理および化学的性質 

外 観 黄色透明液体 引火点 72℃（製品として） 

沸 点 IBP 173℃ 密 度 0.97g/cm３ (15℃) 

蒸気圧 データなし 粘 度 7.7mm２/s (38℃) 

揮発性 データなし 溶解度(水) 乳化 
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１０．安定性および反応性 

化学名（成分名） 引火点 発火点 爆発限界 

石油系炭化水素 84℃ 200～410℃ 1.0～7.0vol% 

アルキルベンゼン(C１０,C１１) 62℃ 449℃ 0.6～7.0vol% 

ポリアルキレングリコールモノアルキルエーテル 114℃ 210℃ 0.85～24.6vol% 

オキシ酸エステル 204℃ データなし データなし 

ポリ(オキシエチレン)＝ノニルフェニルエーテル 282℃ データなし データなし 

ナフタレン 88℃ 526℃ 0.9～5.9vol% 

安定性・反応性 ： 通常の取り扱い、保管においては安定である。 

 

１１．有害性情報 

化学名（成分名） 
急性毒性 

経口毒性(ＬＤ５０) 吸入毒性(ＬＣ５０) 

油溶性蛍光染料 >5.0g/kg(ﾗｯﾄ) データなし 

石油系炭化水素 >5.0g/kg(ﾗｯﾄ) >5mg/kg(ﾗｯﾄ) 

アルキルベンゼン(C１０,C１１) >5.0g/kg(ﾗｯﾄ) データなし 

ポリアルキレングリコールモノアルキルエーテル 
2410mg/kg(ﾏｳｽ) 

3305mg/kg(ﾗｯﾄ) 
データなし 

オキシ酸エステル >32g/kg(ﾗｯﾄ) データなし 

ナフタレン 490mg/kg(ﾗｯﾄ) 0.5mg/L/8H(ﾗｯﾄ) 

有害性 ： ①高濃度の蒸気は、眼、呼吸気管を刺激する。 

②高濃度の蒸気を吸入すると麻酔性があり、頭痛、目まいを起こすことがある。 

③反復暴露により、疲労、軽度のしびれなどによる感覚の鈍り、呼吸障害が起きることがある。 

④皮膚を刺激し、皮膚から吸収される。 

⑤皮膚への接触は、脱脂作用がある。 

 

１２．環境影響情報 

化学名（成分名） 魚毒性(ＬＣ５０) 分解性・濃縮性 

アルキルベンゼン(C１０,C１１) データなし 良分解性 

ポリアルキレングリコールモノアルキルエーテル 1.3g/L/96H(ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ) 良分解性 

ナフタレン 770μg/L/96H(ﾆｼﾞﾏｽ) データなし 

＊本製品の分解性データはありません。 

 

１３．廃棄上の注意 

処理方法 ： ①内容物および容器は産業廃棄物として処理を行う。 

②排水処理および焼却に関しては、関連法規にもとづく規制および条件で行う。 

③排水処理による汚泥および焼却灰に関しても、産業廃棄物として処理を行う。 

④産業廃棄物の処理は、関連法規にもとづき処理を行うか、許可を受けている産業廃棄物処理業

者に委託処理を行う。 

注意事項 ： 空容器中の残液から揮発した引火性の蒸気が、引火、爆発する危険性があるため、残液および蒸

気を除去してから処理を行う。 
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１４．輸送上の注意 

輸送方法 ： ①落下および容器の破損をさせないように注意して取り扱う。 

②雨水、直射日光を避け、通風のよい所に積載する。 

③火気、熱源より遠ざけて積載する。 

④関連法規にもとづく規制および条件で輸送する。 

国連分類 ： 該当分類がない 

国連番号 ： 該当番号がない 

海洋汚染物質 ： 該当せず 

注意事項 ： 引火性液体のため、分解して酸素を発生する物質を混載しない。 

 

１５．主な適用法令 

ＰＲＴＲ法     ： 第１種指定化学物質：ﾎ゚ ﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ、ﾅﾌﾀﾚﾝ 

労働安全衛生法   ： 施行令 第十八条（名称等を表示すべき有害物）：該当せず 

施行令 第十八条の二別表第九(名称等を通知すべき有害物)：鉱油、ﾅﾌﾀﾚﾝ 

施行令 別表第一(危険物)：該当せず 

有機溶剤中毒予防規則：該当（第３種有機溶剤等；石油ナフサ） 

特定化学物質等障害予防規則：該当せず 

化審法       ： 該当せず 

毒物及び劇物取締法 ： 該当せず 

消防法       ： 危険物第四類 第三石油類（水溶性液体） 

廃掃法       ： 産業廃棄物（廃油） 

 

１６．その他の情報 

 主な引用文献 ： ①原材料メーカー提供の製品安全データシート(ＭＳＤＳ) 

②溶剤ハンドブック 

③製品安全データシートの作成指針 

④製品安全データシートガイドブック 

・本データシートは、製品の安全な取り扱いを確保するための参考情報として、取り扱う事業者に提供するものです。 

・取り扱う事業者は、これを参考として、自らの責任において、個々の取り扱いなどの実態に応じた適切な処置を講じる

ことをお願い致します。 

・本データシートは、製品の安全を保障するものではありません。 

・本データシートの情報は、新しい知見および試験などにより改正されることがあります。 

 


